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◎
Ｇ
Ｗ
サ
イ
レ
ン
ト
活

動　
5
月
1
日
付
「
広
報

じ
ょ
う
よ
う
」
に
、
春
の

生
き
物
特
集
が
掲
載
さ

れ
ま
し
た
。(

写
真
①)

　
フ
ィ
ー
ル
ド
の
ベ
ス

ト
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、

当
初
は
4
月
15
日
号
に

掲
載
予
定
で
し
た
が
、

急
き
ょ
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
に
紙
面
を
譲
り
、
再

編
集
で
は
魚
や
カ
エ
ル
、

昆
虫
よ
り
見
栄
え
の
す

る
野
鳥
た
ち
の
写
真
に

差
し
替
え
て
紹
介
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
昨
年
、「
城
陽
の
生
き

物
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
・
植

物
編
」
を
作
成
さ
れ
た

城
陽
環
境
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
会
議
の
盟
友
・

山
村
元
秀
先
生
は
「
ホ

ト
ケ
ノ
ザ
」
を
イ
チ
押

し
！
　
「
ス
ー
パ
ー
子

ど
も
生
き
物
博
士
！
」

の
松
井
優
樹
君
は
、
ミ

ナ
ミ
イ
シ
ガ
メ
を
挙
げ

て
い
ま
す
。
か
く
い
う

筆
者
、
フ
ィ
ー
ル
ド
で

の
宝
探
し
に
ふ
さ
わ

し
い
希
少
生
物
と
し

て
、
天
然
記
念
物
の
淡

水
魚
・
イ
タ
セ
ン
パ
ラ

に
珍
蛇
・
シ
ロ
マ
ダ
ラ
、

ダ
ル
マ
ガ
エ
ル
に
背
中

線
ヌ
マ
ガ
エ
ル
と
い
っ

た
城
陽
市
ゆ
か
り
の
お

宝
生
物
た
ち
の
列
挙
も
、

や
は
り
野
鳥
の
コ
ア
ジ

サ
シ
に
決
ま
り
ま
し
た
。

　
オ
オ
タ
カ
・
タ
マ
シ

ギ
な
ど
と
共
に
京
都
府

の
条
例
で
「
希
少
野
生

生
物
」
に
指
定
の
絶
滅

危
惧
種
・
コ
ア
ジ
サ
シ

(

写
真
②
山
中
十
郎
氏

撮
影)

は
、
昔
か
ら
「
カ

ワ
ラ
バ
シ
」
の
名
で
親

し
ま
れ
、
木
津
川
の
河

原
で
子
育
て
を
し
て
い

ま
し
た
。
今
や
国
際
希

少
鳥
類
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
コ
ア
ジ
サ
シ
、

標
識
し
た
個
体
が
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
を
往
復
し

た
リ
タ
ー
ン
記
録
が
自

慢
の
鳥
人
ナ
チ
ュ
ラ
リ

ス
ト
、
そ
の
ル
ー
ツ
は

親
鳥
か
ら
威
嚇
の
攻
撃

を
受
け
な
が
ら
巣
や
雛

鳥
を
探
し
た
少
年
期
の

原
体
験
に
あ
り
ま
す
。

カ
ワ
ラ
バ
シ
の
俗
称
と

共
に
ふ
る
さ
と
の
川
か

ら
消
え
つ
つ
あ
る
コ
ア

ジ
サ
シ
の
、
朗
報
発
信

続
編
に
ご
期
待
下
さ
い
。

　
さ
て
、
今
年
の
川
開

き
は
、
城
陽
環
境
Ｐ
Ｓ

会
議
が
毎
年
夏
場
に

「
水
辺
の
生
き
物
観
察

会
」
を
開
催
し
て
い
る

今
池
川
で
す
。

(

写
真
③)

　
昨

年

の

観

察

会

で
の
冒
頭
、
井

手
邦
彦
・
自
然

部

会

長

か

ら

『
40
㌢
の
ス
ッ

ポ

ン

を

見

ま

し

た
！
』
と

の

驚

愕

の

挨

拶

が

あ

っ

て

以

来
、
事
実
な
ら
日
本
一

の
大
ス
ッ
ポ
ン
発
見
で

３
度
目
の
リ
ベ
ン
ジ
を

果
た
せ
る
と
あ
っ
て
昨

年
来
足
繁
く
通
っ
て
い

ま
す
。
果
た
し
て
、
お
目

当
て
の
ス
ッ
ポ
ン
と
イ

シ
ガ
メ
は
確
認
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
近
年

復
活
の
兆
し
が
み
え
る

ホ
ン
モ
ロ
コ
な
ど
、
今

池
川
の
常
連
た
ち
と
再

会
し
て
生
き
物
リ
ス
ト

２
０
２
０
年
度
版
に
再

登
録
で
す
。(

写
真
④)

　
そ
し
て
、
木
津
川
2

代
目
川
漁
師
宣
言
の
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
の
本
流

で
の
活
動
早
々
の
５
日
、

初
物
ス
ッ
ポ
ン
を
ゲ
ッ

ト
し
ま
し
た
。(

写
真

⑤)

　
富
士
鷹
な
す
び

さ
ん
か
ら
贈
ら
れ
た
日

本
一
の
大
ス
ッ
ポ
ン
！

記
念
イ
ラ
ス
ト
Ｔ
シ
ャ

ツ
の
ご
利
益
で
、
今
年

も
岐
阜
大
学
で
研
究
さ

れ
て
い
る
繁
殖
実
験
に

供
与
す
べ
く
初
代
川
漁

師
の
親
父
の
形
見
・
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
ッ
ポ
ン
モ

ン
ド
リ
の
漁
で
自
然
の

恵
み
を
拝
し
ま
す
。

　
木
津
川
で
天
然
記
念

物
の
淡
水
魚
・
イ
タ
セ

ン
パ
ラ
を
発
見
し
た
こ

と
が
自
慢
の
ナ
チ
ュ

ラ
リ
ス
ト
に
、
今
年
に

な
っ
て
復
活
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
か
ら
お
声
が
か
か

り
ま
し
た
。
木
津
川
漁

業
協
同
組
合
の
役
員
・

総
代
と
な
っ
た
筆
者
、

地
元
の
中
川
喜
久
夫
支

部
長
を
誘
っ
て
１
月
19

日
に
研
究
者
や
専
門
家

た
ち
と
の
企
画
会
議
と

現
地
視
察(

写
真
⑥)

で

始
ま
っ
た
「
イ
タ
セ
ン

パ
ラ
復
活

協
議
会
」

に
参
加
し

ま
し
た
が
、

こ
こ
で
も

コ

ロ

ナ

ウ
ィ
ル
ス

の
影
響
で
当
面
は
活
動

停
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
初
め
て
の
木
津
川
漁

協
の
総
代
会
で
は
、
木

津
川
の
魚
類
リ
ス
ト
と

関
連
の
資
料
配
布
で
先

輩
諸
氏
に
ご
挨
拶
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
や

は
り
中
止
と
な
っ
て
淡

水
魚
と
水
棲
動
物
の
調

査
に
有
力
な
情
報
や
協

力
要
請
の
機
会
を
失
う

結
果
と
な
り
、
一
日
も

早
い
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

緊
急
事
態
が
終
焉
す
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
昨

今
で
す
。
そ
れ
で
も
、
4

月
25
日
に
ア
ユ
の
放
流

事
業
に
参
加
す
る
こ
と

が
で
き
、
和
束
川
と
木

津
川
本
流
３
カ
所
で
計

２
５
０
㌔
も
の
若
鮎
を

バ
キ
ュ
ー
ム
カ
ー
の
様

な
ホ
ー
ス
と
バ
ケ
ツ
で

放
流
す
る
の
に
立
ち
合

い
ま
し
た
。(

写
真
⑦)

地
元
の
山
城
大
橋
を
背

景
に
、
和
歌
山
県
日
高

市
か
ら
の
運
搬
車
と
役

員
の
人
た
ち
と
共
に
記

念
撮
影
で
す
。(

写
真

⑧)

　
こ
う
し
た
め
っ

た
に
見
ら
れ
な
い
感
動

の
放
流
事

業

も
、
小

学
生
の
野

外
実
習
授

業
や
見
学

会
に
組
み
入
れ
て
、
木

津
川
の
自
然
と
生
き
物
、

環
境
や
資
源
の
管
理
を

学
ぶ
啓
発
活
動
の
機
会

に
で
き
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
と
か
く
愛
鳥

家
か
ら
非
難
の
的
と
さ

れ
る
カ
ワ
ウ
の
駆
除
も
、

そ
の
被
害
を
目
の
当
た

り
に
す
る
と
保
護
と
愛

護
を
取
り
違
え
た
ト
リ

目
線
の
主
張
で
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。

　
城
陽
市
議
会
議
長
の

熊
谷
佐
和
美
さ
ん
か

ら
、
青
谷
川
で
見
つ
け

た
動
物
の
足
跡
の
問
い

合
わ
せ
が
あ
っ
た
写
真

は
、
親
子
と
思
わ
れ
る

ア
ラ
イ
グ
マ
の
も
の
で

し
た
。
い
ま
さ
ら
云
う

ま
で
も
な
く
、
生
態
系

を
攪
乱
す
る
外
来
生
物

の
駆
除
は
必
要
不
可
欠

な
絶
対
条
件
で
す
。
こ

こ
で
も
愛
護
団
体
の
ク

レ
ー
ム
が
あ
り
、
心
な

い
人
た
ち
の
餌
付
け
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
１
頭
の
ア
ラ
イ
グ

マ
が
捕
食
し
、
駆
逐
す

る
生
き
物
た
ち
を
考
え

る
と
、
そ
の
存
在
を
肯

定
す
る
こ
と
は
そ
こ
に

棲
む
在
来
の
生
き
物
た

ち
の
激
減
・
絶
滅
を
招

く
こ
と
を
認
め
る
矛
盾

す
る
論
法
で
す
。

　
ド
ッ
グ
フ
ー
ド
や
イ

チ
ゴ
畑
の
被
害
著
し
く
、

捕
獲
罠
を
設
置
し
た
と

こ
ろ
ア
ラ
イ
グ
マ
が
か

か
り
、
Ｇ
Ｗ
の
夜
間
で

も
あ
っ
て
引
き
取
り
手

に
困
っ
た
人
か
ら
の
連

絡
を
受
け
て
駆
け
付
け
、

井
手
町
猟
友
会
の
梅
本

信
昭
会
長
宅
に
届
け
ま

し
た
。(

写
真
⑨)

　
ラ

ス
カ
ル
が
大
好
き
な
ナ

チ
ュ
ラ
リ
ス
ト
も
、
ア

ラ
イ
グ
マ
の
駆
除
は
使

命
で
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
マ
ム
シ
の
駆
除

に
ヘ
ビ
や
カ
エ
ル
の
問

い
合
わ
せ
に
た
く
さ
ん

の
野
鳥
情
報
。
一
緒
に

フ
ィ
ー
バ
ー
で
き
る
相

棒
が
い
な
い
の
が
寂
し

い
自
粛
フ
ィ
ー
ル
ド
活

動
も
、
だ
ん
だ
ん
と
エ

ン
ジ
ン
が
温
ま
っ
て
き

ま
し
た
。

　フィールドの新学期、ナチュラリストにとって待ち　フィールドの新学期、ナチュラリストにとって待ち

に待ったベストシーズン到来も、コロナウィルスによに待ったベストシーズン到来も、コロナウィルスによ

る緊急事態宣言でライフワークとする自然観察会などる緊急事態宣言でライフワークとする自然観察会など

の啓蒙活動の場を失い、繁殖期を迎えた野鳥調査も、の啓蒙活動の場を失い、繁殖期を迎えた野鳥調査も、

環境省・山階鳥類研究所からの自粛要請を受けてケリ環境省・山階鳥類研究所からの自粛要請を受けてケリ

をはじめとする鳥類標識調査の全面中止で、寂しい限をはじめとする鳥類標識調査の全面中止で、寂しい限

りのゴールデンウィークを迎えました。りのゴールデンウィークを迎えました。

　バードウォッチングに昆虫・水棲生物の採集会やカ　バードウォッチングに昆虫・水棲生物の採集会やカ

エルの観察会など、生き物を慈しむ同好の人たちとエルの観察会など、生き物を慈しむ同好の人たちと

の出会いの場であり、子どもたちの輝く瞳と笑顔にの出会いの場であり、子どもたちの輝く瞳と笑顔に

フィールド活動のパワーをもらってきたロートルナフィールド活動のパワーをもらってきたロートルナ

チュラリストにとって、これら生き甲斐とする年間行チュラリストにとって、これら生き甲斐とする年間行

事のイベント中止は、天性の楽天家をもコロナ鬱症候事のイベント中止は、天性の楽天家をもコロナ鬱症候

群に陥れ、日常生活にも不安を抱く日々を送っていま群に陥れ、日常生活にも不安を抱く日々を送っていま

す。不要・不急、およそ対極にあったフィールド派ナす。不要・不急、およそ対極にあったフィールド派ナ

チュラリストも、マスク着用のうがい・手洗い習慣とチュラリストも、マスク着用のうがい・手洗い習慣と

共に心掛けています。共に心掛けています。

　調査仲間やジュニアメンバーたちとのフィールド活　調査仲間やジュニアメンバーたちとのフィールド活

動もできずにストレスも溜まりますが、「独り川開動もできずにストレスも溜まりますが、「独り川開

き」で淡水魚とカメ類の調査を始め、スッポン漁を前き」で淡水魚とカメ類の調査を始め、スッポン漁を前

に初物をゲットしてテンションも上がっています。いに初物をゲットしてテンションも上がっています。い

よいよ考案した外来生物・ヌートリアのオリジナル捕よいよ考案した外来生物・ヌートリアのオリジナル捕

獲罠の製作に取り組む意欲もわいてきました。獲罠の製作に取り組む意欲もわいてきました。

　愛鳥週間を前に、せめて紙面で野鳥讃歌のアピール　愛鳥週間を前に、せめて紙面で野鳥讃歌のアピール

をできる朗報発信の準備中です。「フィールド新学をできる朗報発信の準備中です。「フィールド新学

期、超低速発進！」の続編は、ＧＷを迎えて単独・時期、超低速発進！」の続編は、ＧＷを迎えて単独・時

短のフィールド活動の現状と、話題には事欠かない生短のフィールド活動の現状と、話題には事欠かない生

き物トピックスです。やっと加速度も増しつつあるナき物トピックスです。やっと加速度も増しつつあるナ

チュラリストの活動報告にお付き合い下さい。チュラリストの活動報告にお付き合い下さい。

の

フィールド日記
中川宗孝(巨椋野外鳥類研究会･環境生物研究会)
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中川宗孝(環境生物研究会・城陽環境パートナーシップ会議)

ナチ ュラ リスト


